平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	１１・２４
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　循環型社会の中での施策について

　　循環型社会をめざして、資源の再生利用、再利用を進めるための中核施設として、リサイクルプラザを整備します。また、ごみの排出量の抑制と分別を進めることで、ごみの減量化を進める必要があると第４次総合計画の中でうたわれていました。

また、有機総合センターについても、平成14年度から計画がありましたが、前に進んでないのが現状です。

そこで、ごみの減量化対応、総合的リサイクル施設の整備、また不法投棄対策について、今後のお考えをお伺いします。
（１）　可燃ごみの減量化対策と新たなリサイクルの取り組みについて
　　　　①　可燃ごみ量の増加傾向を止める対策について

　　　　②　レジ袋の削減と容器包装リサイクルの整備への対応について
　　　　③　草木の処理の現況
（２）　総合的なリサイクル施設の整備について
①　プラスチックリサイクルの整備について
②　草木リサイクルの方法について
③　広域的な総合リサイクル施設整備の方向性について
（３）　不法投棄対策について
　　　　①　ごみの不法投棄について

　　　　②　家電リサイクル法の中での不法投棄について

　　　　③　放置自転車について
２　雨水浸透事業の現状と将来計画について

急速な市街化が進み、地表の不浸透面の増加やヒートアイランド現象等による雨水流失量の増大により、市街地での雨水浸透防除に対する安全性が低下しつつあります。

今後の下水道雨水計画は、従来の雨水を集め、河川に排除する方法だけでなく、雨水貯留や地下浸透施設による流出抑制を図ることも必要であります。

そこで、伺います。
（１）　現在の雨水浸透事業の実績及び、これに関連する事業の内容と実績について
（２）　現在、第９次の下水道拡張計画を策定中とのことでありますが、これに関連して、雨水浸透事業を将来的にどのように進める予定であるかについて


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	１１・２４
	通  告  者  名
	川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　子育て支援について
本市では、平成10年度に「豊川市児童福祉計画」、平成17年度に「豊川市次世代育成支援対策地域行動計画」を策定して、子育ての不安や悩みの問題を解消するため、子育て支援センターや育児相談、子育て自主グループの育成など、環境の整備に努めておりますが、子どもを育てる環境は、少子化、核家族化、女性の社会参加、地域社会の希薄化などにより変化しており、「安心して子どもを生み育てやすい環境の整備」が求められております。市民意識調査の結果を見ても、「子どもを生み、育てる環境」の市民満足度は42.8％です。

そこで、次の点について伺います。
　（１）　豊川市次世代育成支援対策地域行動計画について
　（２）　子育て支援センターについて
２　公共下水道事業の進捗状況と次期拡張計画の考え方について
都市施設として不可欠な施設である公共下水道の整備は、「公衆衛生の向上・居住環境の改善・公共用水域の水質保全」などを実現させるための重要な事業であり、それだけに、未整備地域の住民からの要望が非常に強い事業であります。

しかし、昨今の厳しい財政状況の中、今後の公共下水道整備について事業進捗の低迷が懸念されます。

そこで、次の点について伺います。
　（１）　公共下水道の整備状況として、現在の普及率状況及び、第８次拡張区域の整備進捗状況について
　（２）　公共下水道の次期（第９次）拡張計画策定の基本的考え方について


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）③
	通 告
月 日
	１１・２４
	通  告  者  名
	大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　国府駅周辺の交通バリアフリー事業の進捗状況について
国府駅周辺の交通バリアフリー化については、本年３月基本構想が発表され、現在は名鉄など、各事業者が基本構想に基づいた事業計画を立案している段階と理解しています。

具体的に、どのような事業が、どんなスケジュールで実施されていくのか、豊川西部地区お住まいの方はもちろん、全市民が大変に高い関心を持って見守っています。

現状で、どの部分で、どんなことが計画され、実行されようとしているのか伺います。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）④
	通 告

月 日
	１１・２７
	通  告  者  名
	中　村　直　巳

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　平成１９年度予算について
　　私ども新風会では、平成19年度に向け、40項目の予算要望を行った。

その中で、特に以下の項目について、方向性または考えについて伺う。
　　企画部に対して
文化交流、経済交流とともに、青少年の視野を広める上でも、国内外における友好都市・カップルタウンの提携に努められたい。特に、フィリピン共和国に対しては、国のＦＴＡ（自由貿易協定）・ＥＰＡ（経済連携協定）の動向を見据え、積極的に対処されたい。
　　総務部に対して

　　　　国・県から求められている地域の地震防災戦略策定を急ぐとともに、策定された地域目標を確実に達成されたい。
　　健康福祉部に対して

　　　　安心して子どもを産み育てやすい環境づくりが急務である。また、多様化する保育需要に対応するために、保育事業の充実に努められたい。
　　生活活性部に対して

　　　　旧一宮町との合併による市域の拡大に対応した、コミュニティーバス等の公共交通機関の充実について検討されたい。

　　市民病院に対して

　　　　新市民病院の建設にあたって、市民要望の多い病床数の増加に向けた方策の検討及び関係機関への働きかけに努められたい。



平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤
	通 告

月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	美　馬　ゆきえ

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　音羽町・御津町・小坂井町への対応について
　　以下の点について伺う。

　(１)　御津町は10月31日、町議会の「豊川市との合併協議を求める決議」を添付し、合併協議の申し入れをされた。
11月２日、県の市町村合併推進審議会では、合併新法に基づく合併推進構想案の対象をとりあえず音羽・御津の一市二町の枠組みとし、11月28日、知事に答申した。

ところが、11月20日、御津町では町議を含む住民10人が、合併の是非を問う住民投票条例制定の直接請求を町長に提出するという、思いがけないことが起きた。

この状況が、今後予定されるであろう事務レベル調整のスケジュールに何らかの影響を及ぼすことになるのか。
　(２)　小坂井町については、現段階で正式な申し入れがあったわけではないが、附帯項目を付しての意思表示が報道されている。市長のおおよその見解は、新聞の報道などからも伝わってくるが、県としては合併新法には盛り込まないが、引き続き、合併をすべき市町村として検討を促すということである。

あたらめて、市長の見解を伺う。
　(３)　音羽町については現在、事務レベルでの調整中であるが、御津町や小坂井町の今後の推移によって何らかの影響が懸念されるか。

２　企業立地適地調査の進捗について

　(１)　現段階での進捗と今後のスケジュールを伺う。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	１１・３０
	通  告  者  名
	野　中　泰　志

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　平成１９年度予算要望について
　　過日提出をした、信政会提言と要望事項に基づき以下の質問を行う。

　(１)　市財政の健全化に向けて、公会計制度の見直し、新規起債の抑制、歳出抑制のための事務事業の整理合理化及び市有財産の見直しの観点から伺う。

　(２)　国際化と言われて久しい昨今、本市の国際化のあり方は多くの都市に見られる「姉妹都市交流」から在住外国人との共生、すなわち「内なる国際化」に重点を置くべきと考えるが、国際課としての今後の取り組みを伺う。

　(３)　教職員定年退職者、特に校長経験者の処遇についてお伺いします。

　　　　平成18年度で10名の校長先生が退職されるわけですが、退職された教員経験者の皆さんに、地域のために一肌脱いでいただけないか。

　　　　例えば、地区市民館や地域ボランティアの活動のリーダーとして、地域の子供たちの育成のために、第２の人生を送っていただけないか。長年培ってきた経験や能力を大いに生かしていただける施策が必要と思うが、教育委員会の考えを伺う。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	１２・　１
	通  告  者  名
	大　倉　　　淳

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　小学校での英語教育について

(１)　目的・基本的な考え方について。
(２)　実際の授業の概要説明・新たに必要となる教材など。
(３)　予想される問題点と解決に必要な措置。
(４)　豊川独自のカリキュラムはあるのか。
(５)　訛りのある英語に触れる機会を、それを通じて英語以外の文化に対する理解も深めて欲しい。それが真の国際化につながると考えるがいかがか。

(６)　内なる国際化について市内の外国籍児童数。

(７)　簡単なポルトガル語を指導する考えあるか。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	１２・　１
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　言　の　要　旨
	１　児童虐待防止に向けての体制強化について

虐待は、単に子どもが虐待を受けているその時の問題のみならず、その後の成長、人格上の問題に大きな影響を与えるものであり、それがまた、犯罪とも大きく結びついているものと予想されます。

そこで、次の点について伺います。
(１)　児童虐待相談の状況について
(２)　児童虐待防止対策の取り組みについて


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨－１
	通 告
月 日
	１２・　１
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　宝飯３町との合併について
　　本市と音羽、御津、小坂井の宝飯３町との合併について動きがあるが、本市の考え方と対応について、以下伺う。

(１)　本市と宝飯３町との合併について、メリット、デメリットをどのように考えているのか。

(２)　豊川市民にとっても影響の大きい問題であり、市民に情報を知らせた上で、合併の是非について意識調査などで市民の意見を聞くべきだがどうか。

２　企業団地の開発と企業誘致について

行政改革大綱では、税収増の方策として企業誘致が掲げられており、第５次総合計画でも工業の振興策として、「企業団地の開発」があげられている。企業団地の開発と企業誘致について、以下伺う。

(１)　新たな企業団地の開発について、場所や面積などの検討状況はどうなっているのか。地域は、第５次総合計画での「にぎわいのゾーン」北側箇所（新市建設計画での「新産業拠点」地域）が想定されているのか。

(2) 　一宮地域内で企業団地を開発した場合、「10年間で一宮地区に100億円」と約束された普通建設事業費の中に、企業団地の建設費が含まれるのか。

(3) 　企業誘致の効果について、どのように推計されているのか。穂ノ原地区の工業団地について、雇用創出、税収増や波及効果などの実績はどうなっているのか。

３　投票所再編と期日前投票について

　　一宮地区の投票所再編と期日前投票の豊川市役所への一本化について、一宮地域審議会では、特に江島区の投票所と一宮総合支所の期日前投票の廃止については、見直すべきだという意見だ。

市長の諮問機関である地域審議会の意見は尊重されるべきである。住民の声を聞き、検討されると聞いていたが、どのように声をあつめ、どう審議されたか。結果はどのようになったのか、伺う。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨－２

	通 告
月 日
	１２・　１
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	４　児童クラブ（学童保育）について
　　学童保育の役割は重要になっているが、拡充を求めて、以下伺う。

　(１)　手狭になっているクラブ室の改善、４年生以上の児童も含めた待機児童解消、土曜日・春休み（４月１日以降）の開設などについて

　(２)　母子・父子世帯の利用料軽減の拡充

　(３)　全学区での開設に向けた計画について

５　児童館の建設について

　　児童館は当面、各中学校区に建設の方針となっているが、現在４児童館（三蔵子、桜木、牛久保、一宮）であり、今後残りの中学校区への建設計画はどのようか伺う。

６　乳幼児医療費無料化の拡大について

　　格差社会が広がる中、子どもの医療費無料化の拡大は子育て支援に大変重要である。この制度の拡充について、いろいろな動きがあるようだが、現時点での市の無料化拡大についての考えを伺う。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩
	通 告
月 日
	１２・　１
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　観光振興について

　　平成18年度、市長施政方針の中で観光に対し「まちの特性を活かした観光や交流を通じた個性と活力ある生活環境を整備しています。」と述べられており、今後、豊川市の観光振興を考えていく中で「まちの特性を活かしたまちづくり」が重要になってくると考えます。
特に、豊川市に訪れる人を増やし、交流人口を増加させ、魅力あるまちにすることが必要であると考えます。

そこで、観光の振興に対し、どのような取り組みをしているのか伺います。

２　松並木保存管理計画について

27年ぶりに、平成17年度末に改正された「御油の松並木保存管理計画」の内容に対して、平成18年３月定例議会にて取り上げたが、その後の進捗状況について伺います。


平成１８年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	１２・　１
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　「いじめ」について
最近、連日のように報道、記事になり社会問題化している「いじめ」「いじめ自殺」については、たいへん憂慮すべき問題です。

いじめはどの学校でも起こりうる深刻な問題であります。日本の社会は、物質的に豊かになったものの、人間関係の希薄化や家庭や地域でのしつけや教育力が低下し、思わぬ問題や事件が発生しています。学校でも受験競争による弊害や多様化する子供の実態に十分対応しきれていない状況になっております。

さらに、学習指導要領の改正で「ゆとり教育」が実施され、完全週休二日制になってから、ますます、教師も子供たちもゆとりがない状況に陥っているように思われます。

このような状況の中で、子供同士、子供と親、子供と教師の関係が崩れ、ストレスや精神不安定の中で、いじめや不登校、少年犯罪などの問題が全国で発生しております。

幸い、当市においては、凶悪な少年犯罪やいじめを苦にした自殺の発生などの深刻な事態に至ってないと考えますが、本市の状況について伺います。

また、今の子供たちを取り巻く状況をどのように認識しているか伺います。
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	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　本市の行政改革の取り組みについて

市町村の行政改革については、これまで旧自治省が地方行政改革指針に基づき、事務事業の見直し、組織・機構の簡素合理化、定員及び給与の適正化などを主な項目として取り組まれてきました。

本市における行政改革の取り組みも、事務事業の合理化、組織・機構の見直し、定員管理及び給与の適正化、市民・企業・行政の協働、健全で効率的な行財政運営の推進、行政評価制度の確立などを重点取り組みとして進めてきました。

しかし、総務省では地方行政改革については、地方公共団体自らが住民や議会等の監視のもとに推進していくべきものとの観点から「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」を平成17年3月に策定して、各地方公共団体において「集中改革プラン」を策定・公表し、行政改革に一層積極的に取り組むよう要請しています。

そこで、次の点について伺います。

(１)　「行政改革プラン２１」の計画期間中であるにもかかわらず、新たな行政改革大綱を策定する理由について
(２)　現在の行政改革大綱「行政改革プラン２１」に基づく行政改革の問題点とはどのようなものであったか、そして、その問題について新たな行政改革大綱の案を策定するにあたり、具体的にどのような見直しをしたかについて
(３)　新たな行政改革大綱の案で、行政改革の目的を、これまでの行政改革大綱の目的から変更した意図について
(４)　行政改革の推進に伴う組織の見直しについて
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	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	１　‘07年度予算編成方針等について
　　‘07年度は定率減税の廃止、医療制度改革法の実施や準備など、多くの市民にとって、いっそう負担がかかり、格差の広がりとともに厳しい生活状況になることが予想されます。

そこで以下、本市の‘07年度予算編成方針について伺います。
　(１)　予算編成方針について

①　歳入の見通しについて（新地方交付税の見込み。市民税の増収見込み。また、トータルでどのように見込んでいるか。）
②　地方財政計画を踏まえた本市の‘07年度予算の考え方について

　(２)　住民のくらしを守るために
　　　①　介護保険等、介護問題にかかわって

　　　　・　利用料の減免について

　　　　・　住宅改修、福祉用具の受領委任払いについて

　　　　・　高齢者向け粗大ゴミの個別収集について

　　　　・　介護認定者の障害者控除の徹底について

　　　　・　訪問介護労働者の労働条件の確保について

　　　②　障害者自立支援法施行問題、障害者施設への支援について

　　　③　国保、高額療養費受領委任払い制度について

　(３)　地元産業支援

　　　①　地域が持続的に発展し、潤う上で、地元産業支援の重要性の認識について

　　　②　小規模契約希望者登録制度について

　(４)　住民サービス向上のための行革等について

　　　①　職員削減計画にかかわり、福祉、教育等のサービスの質の確保をどのように考えるか

　　　②　指定管理者制度の蒲郡市の事件に関連した本市の防止策について

　　　③　市場化テストについての検討状況について

　　　④　下野川町２丁目の土地の購入、売却にかかわる土地開発公社での損失の責任と教訓について
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	２　国民保護計画について
　　国民保護計画案について、パブリックコメントが行われ、まとめが行われようとしています。

　　そこで以下、計画にかかわってお伺いします。

　(１)　国民保護計画では、武力攻撃事態等への対応が計画されているが、外交的努力が先決と思うが、どのように考えるか。

　(２)　計画されている避難訓練は、現実的な訓練になりようがないと思うが、どのように考えるか。
　(３)　ＮＢＣ攻撃の想定訓練は、核兵器の廃絶を訴えた平和都市宣言をしている本市にとって、矛盾する内容であり、計画からはずすべきと思うが、どう考えるか。

　(４)　パブリックコメントの受付状況について、今後の課題、改善策について

３　市民病院・地域医療機関・福祉保健の連携強化とケアカンファランス導入の考えについて

　　医療制度改定が本格的に進められようとしており、本市の高齢化も進む中で、医療・介護難民を出さないため、医療、福祉、保健の連携の強化はいっそう求められます。

　　そこで以下、伺います。

　(１)　医療制度改定の概要について

　(２)　市民病院、地域医療機関等の連携の強化について、またケアカンファランス導入の検討のお考えについて
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